
ⅦⅦⅦⅦ----②介護給付の問題点②介護給付の問題点②介護給付の問題点②介護給付の問題点
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要介護度の変化について要介護度の変化について要介護度の変化について要介護度の変化について

[要介護度の変化（要介護認定者）]
•「現在のほうが要介護度は上がっている
（悪くなっている）」が37.0％で、
約4割を占める。

•一方、「現在のほうが要介護度は
下がっている（良くなっている）」は
7.0％で、１割未満にとどまる。

[要介護度の変化（施設入所者）]
•「現在のほうが要介護度は上がっている
（悪くなっている）」が35.5％で、
３割以上を占める。

•一方、「現在のほうが要介護度は
下がっている（良くなっている）」は
9.5％で、１割未満にとどまる。

37.0%

7.0%

41.5%

6.6%

2.7%

5.2%

現在のほうが要介護度は上がっている（悪くなっている）現在のほうが要介護度は下がっている（良くなっている）同じ要介護度である１年前は認定を受けていないわからない無回答
要介護認定者（n=484）

35.3%

9.5%

49.6%

1.5%

3.0% 1.0%

現在のほうが要介護度は上がっている（悪くなっている）現在のほうが要介護度は下がっている（良くなっている）同じ要介護度である１年前は認定を受けていないわからない無回答
施設入所者（n=399）

※調査結果を基に⻑寿社会課においてグラフを作成
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介護保険の居宅サービスを介護保険の居宅サービスを介護保険の居宅サービスを介護保険の居宅サービスを利用することによる生活の利用することによる生活の利用することによる生活の利用することによる生活の変化変化変化変化

20.0 

27.9 

21.5 

36.2 

28.2 

47.7 

39.0 

34.9 

30.8 

41.5 

12.3 

12.3 

21.3 

10.8 

9.5 

20.0 

20.8 

22.3 

22.3 

20.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0Ａ 身の回りのことを自分でするようになったＢ 自分でできることが増えた、または維持できているＣ 外出する意欲が出た・外出の機会が増えたＥ 家族の介護の負担が軽減された
Ｆ 自身の心身の状態が改善した

（％）

はい 変わらない いいえ 無回答

•生活の変化として最も多いのが
「Ｅ 家族の介護の負担が軽減さ
れた」で36.2％である。

•自身の生活における行動の変化
（グラフのＡ、Ｂ、Ｃ）を実感し
ている回答者は2割〜3割未満にと
どまり、「変わらない」という回
答の方が上回る。居宅サービスの
利用が、行動の変化をもたらすま
でには至っていないといえる。

（要介護（要介護（要介護（要介護認定者認定者認定者認定者※※※※））））
※介護保険サービスを利用されている方のみ回答
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日常的に受けたいと思う支援日常的に受けたいと思う支援日常的に受けたいと思う支援日常的に受けたいと思う支援

21.5%

39.9%

33.7%

31.0%

35.7%

22.9%

40.3%

29.3%

28.7%

30.8%

15.9%

6.4%

7.4%

5.0%

13.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%日常の声かけ・見守り洗濯、家の中の掃除などゴミ出し、庭掃除など食事（調理）の支援買い物支援話し相手移動の支援（主として交通手段に関すること）外出の付き添いや介助（主として外出先での身体的介助に関すること）病院や公共施設での案内（病院や公共施設での付き添いや介助を含む）役所に提出する書類作成の手助け配食や会食のサービス提供レクリエーション活動その他受けたくない無回答
•「移動の支援」「洗濯、家の中の掃除など」「買い物支援」など、身の回りのことに
対する生活支援のニーズが多い。

（要介護認定者）（要介護認定者）（要介護認定者）（要介護認定者）
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